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Mpcとは・・・ Mpc（メガパーセク）は、天文学で使う距離の単位です。Mはメガと読み、100万倍を表します。pcはパーセクと読み、1pcは3.26光年です。つまり、1Mpc

は326万光年という途方もない距離で、遠い銀河や宇宙の構造を測る物差しなのです。私たち「みさと天文台」は、Mpcのような大きな視野でがんばって
いきたいという気持ちをこめてネーミングしました。また、Mは「みさと」の頭文字、pcは会報を表すproceedingsの意味も当てはめました。
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連載「星の動物園」

春は銀河の季節

　春の夜空は一等星が少なく、
ちょっとさみしい気がします。で
も、天体写真にはもってこいの季
節！くらくて目ではよく見えません
が、写真では見事な銀河がたくさん
撮れるのです。りょうけん座～かみ
のけ座～おとめ座あたりは銀河の
ラッシュ地帯です。
　先月の「星ものがたり」で紹介さ
れた"おとめ座"は春の代表的な星座
であるにもかかわらず、明るく輝く

一等星"スピカ"の他は、３等星以下
の星ばかりで少しひかえめに見えて
しまいます。しかし、写真にとって
みるとM104「ソンブレロ星雲」と
呼ばれる銀河がうかびあがります。

　4600万光年彼方の渦巻き
　この銀河は実に4600万光年もの
彼方にあるのです！１光年は光の早
さで１年間かかる距離ですから何と
もスケールの大きな話ですね。
　この銀河、ぼうしをかぶった人の
ように見えませんか（天文台のキャ
ラクターみたい）？ぼうしのように
見えるところから、メキシコ人がか
ぶるソンブレロの名前がつきまし

り出してしまう、すごいですね。で
も知ってました？私たちの太陽もこ
んな銀河に属しているんですよ。　
　　　　　　　　　　　（坂元誠）

鳥の声、宇宙の物語、ピアノの音色、星のささやき
に耳をかたむけた一日でした。

聞くなんて、なんだか新鮮です。
　足音をたてないように、声もひそ
めて、ゆっくり歩いてゆきます。は
じめはウグイスくらいしか聞き取れ
なかった鳥の声も、慣れてくるとだ
んだん聞こえるようになります。鳥
を見つけると、叫んだりしないで
そっと双眼鏡を向けます。結果は約
２０種の鳥を確認できました（声だ
けのものも含む）。
　美里町は山が多くて一見自然が豊
かに見えますが、実はほとんどが植
林（人が植えた林）なので鳥の数や
種類は、ほんとうの自然に比べると
少ないそうです。でもいつも車で通
るだけで見過ごしている景色の中
に、こんなに自然があったとは。と
ても満足でした。またときどき、
そっと歩きたいと思います。
　　　　　　　　　　（豊増伸治）

　午前中は天文台初企画のバード
ウォッチングを行いました。約20名
の方が集まりました。講師はバード
ウォッチングのサークルで活動して
いた豊増さん（豊増研究員の弟）。
それから特別講師として、前田先生
（元国吉小学校校長先生）にも参加
していただきました。コースは天文
台とセミナーハウスの周囲でした。
　天文台の建物の外に出ると、
「BGM（外に流していた音楽）が
あっては鳥の声や風の音が聞こえな
いじゃないか！」と前田先生のスル
ドイご指摘。バードウォッチングと
は言っても、まず鳴き声を聞いてそ
の鳥がどこにいるのか確認しない
と、なかなか見つからないとのこ
と。音楽を消して自然の音を改めて

ついに実現！バードウォッチング
「鳥にやさしい歩き方は、人にも
　やさしい。」

この草はなんだろう？ いろんな
ことを教えてくれる前田先生。

ほら、あそこあそこ。

子どもの日、第９回天文教室

　去る５月５日子どもの日に、大阪
大学の池内先生をお招きして、天文
教室を開きました。
　参加人数も100人を越え、用意し
ていたいすが足りなく、立ち見の方
もいらっしゃいました。

宇宙とピアノの夕べ

　まず、尾久土台長が３月下旬に最
接近した百武彗星の報告を行いまし
た。台長の長い(?)天文人生でもこ
の彗星はすごい彗星だったそうで
す。
　池内先生は「遥か宇宙へ乗り出そ
う」というテーマで講演をされまし

た。古代人の考えた宇宙から現在の
最先端の宇宙の姿までわかりやすく
話していただきました。参加された
方ではメモをとって聴いている熱心
な人も多くいました。
　講演の後は、池内先生のお弟子さ
んである中平さんのピアノリサイタ
ル。天体写真の映像をバックに、宇
宙の神秘さを感じさせる曲を演奏し
ていただきました。
　リサイタル終了と同時に観望会開
始。ゴールデンウィークは曇りの日
が多かったのですが、この日は久し
ぶりによく晴れました。たくさんの
方に金星、重星、夏の星雲と堪能し
ていただきました。

た。このぼうし銀河をてっぺんから
見おろして見ると、渦巻き状に見え
るはずです。
　白く光っている部分は数千億とも
いわれる星たちが集まりですが、
ちょうどぼうしのつばにあたる部
分、真ん中のあたりに黒いすじが見
えますね。ぽっかり星のないところ
でしょうか？実は光を吸収してしま
う、チリ（暗黒星雲）があるので
す。なにか真っ黒でぶきみな場所の
ように思えますが、銀河ではここで
新しい星たちを生み出しているので
す。
　銀河って遠くて大きくて星まで作

池内先生

中平さん



連載  美里から宇宙へ
―宇宙の年齢　（Ｉ）―

　最近また「宇宙の年齢が天文観測
で改訂された」といった記事が報道
されました。ここ数年、半年に一回
くらいの割合でこういう報道がされ
ました。ちょっと聞くと大発見のよ
うでもあるし、深く考えると「分
かっていないことも分かったように
言ってきた連中の無責任さ」が気に
もなります。報道する方も単に数字
を云々するのではなく、何が進歩し
何が越えられない問題なのかを解説
すべきだと思います。
　確かに「宇宙の年齢」が判ること
はすばらしいことであり、その年齢
がこれまでと言われているものと
違ったものに改訂されました、とい
うように解釈して報道する側も一般
の人にも是非伝えなければならない
と考えてそうしているのでしょう。
しかし何故こんなに変わるのかの解
説抜きでは「どうせその内にまた変
わるのだろう」という実感を持たせ
るだけです。これでは狼少年の話で
はないが白けてしまいます。また誤
解のないように言っておくと宇宙の
年齢が皆目検討が付かないわけでは
ありません。それが百数十億年であ
ることは色々なデータはみな合って
います。それが百十億年なのか、百
六十億年なのかといった精度ではま
だ分からないということです。
　現在、「宇宙の年齢」といってい
るものは膨張宇宙の年齢のことで
す。数百メガパーセック、すなわち
十億光年といった大きな規模で空間
の中にある銀河の速度を観測してみ

ると大体において距離に比例する大
きさの速度で後退していることがわ
かっています。すなわち［後退速
度］＝Ｈ　Ｘ［距離］の関係があ
り、この比例定数Ｈをハッブル定数
と呼んでいます。最近の報道はこの
Ｈを決めるいろいろな観測の結果が
お互いに少しづつ違っているという
話です。Ｈからどうして宇宙の年齢
を推定するかはまた違う話です。
これらの観測は後退速度と距離を
測って、わり算してＨを計算しま
す。ここで難しいのは距離の測定で
す。そして距離を測れる天体は限ら
れており、ある限られた数の天体に
ついて、それぞれ違った方法で、距
離が決められているのです。同じ天
体について、同じ方法で決定したＨ
が観測者ごとに違っているというの
ではありません。観測値から距離を
推定する為に仮定するいろいろな天
文学の知識がまだ不十分だというこ
となのかも知れません。あるいは、
色々な方向の、色々な距離での天体
観測からこうして出したＨの値が本
当に少しづつ違っているのかも知れ
ません。
　先だって報道された観測は遠いあ
る銀河の中で起こったで超新星爆発
の際の「見かけの明るさ」の時間変
化から距離を推定したものでした。
あるいは一昨年にハッブル宇宙望遠
鏡の観測として話題になったのはあ
る変光星の「見かけの明るさ」の時
間変化の観測から距離を推定したも
のでした。現在まで多くの距離推定
法はだいたいこの手法を用いていま
す。見かけの明るさの時間変化から
距離を推定できるのはこの天体の
「本当の明るさ」の時間変化が分

かっている場合です。「見かけの明
るさ」は距離の二乗で小さくなりま
す。したがってもし「本当の明るさ
が」分かっていれば距離は簡単に計
算出来ます。
　ですから問題は「本当の明るさ」
をどうして知るか？です。もちろん
その天体については「見かけの明る
さ」しか分かりません。しかしそれ
と同じような明るさの変化をする
「同種の」天体は、距離を別の方法
で測れる、我々の近傍にもあるの
で、それと同じものだと仮定するの
です。この同定（「同種のもの」と
みなす仮定）に際して重要な情報を
提供してくれるのが時間変化の様子
です。なぜなら時間変化（すなわち
一日で明るさが半分になる、といっ
た情報）は距離によって変わらない
からです。ですから相対的な明るさ
の変化がよく一致していれば、これ
は近くにあって本当の明るさが分
かっているこれこれの天体と「同種
のもの」であると見して距離が計算
できるのです。原理的には以上のと
うりなのですが、実際には難しいこ
とが一杯あります。一つ二つそれを
見てみましょう。
　まず遠い銀河の中の天体の「見か
けの明るさ」を観測することは技術
的に大変です。何故なら、遠方にな
ると一つ一つの天体の像を分解出来
なくなるからです。このため注目す
る天体は非常に明るいものが対象に
なります。それでも視野の中で近く
にある天体の光も一緒に測って仕舞
うことになります。すなわち間違っ
て「見かけの明るさ」を多めに見積
もってしまうことになります。する
と間違って距離を小さく見積もり、

結果としては大きなＨの値が出てし
まうのです。そしてＨ分の一が宇宙
年齢の目安ですから、年齢が間違っ
て短めに出してしまうのです。この
ことは観測上よく認識されていて、
このようなことのないよう細心の注
意がされています。またハッブル宇
宙望遠鏡はこの点で大きな技術革新
を期待して計画されものです。しか
し視野の近くに偶然明るい天体が
あったりするとお手上げです。この
ようなことを避けるには多くの銀河
について観測データを集めることし
かないでしょう。
　このような観測技術上の問題が完
全に無くなったとしても、遠方の銀
河でのあの天体と近傍での似た天体
を「同種」となすことがどれ程正当
化されるかという疑問は残ります。
あらゆる条件が全く同じ超新星や変
光星などというのは存在しないのだ
となったらお手上げです。特にこう
いう特異な天体は、ただの恒星と
違って数も少なく、また近傍の例を
みても一つ一つ少しづつ違う顔を
持っています。もちろん相当に似て
はいます。だからこそ現在までにも
３、４割（30―40％）の精度では
色々な推定は一致してるのです。最
近の課題はさらに精度よく決めよう
としており、そうなると「同種」の
も幅があるという現実に阻まれるこ
とになるのかもしれません。
　それでは10％の精度で宇宙年齢を
決めることができどんな課題に答え
られるようになるのか？　これにつ
いては次回に考えます。

（佐藤文隆：京都大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長)

特別企画 豊増研究員放浪記
　　～信楽の巨大アンテナ～

もおられるでしょう。
　さて、なにをしに来たかという
と、ここにはＭＵ（みゅう）レー
ダーという巨大な装置があって、そ
れをつかって前田先生（兵庫医科大
学）が電波観測をされるというの
で、それを見学させてもらうためで
す。
　野球場くらいのところにＦＭアン
テナみたいなのがいっぱい（475
本！）。これがみんな集まって１個
のアンテナになってます。地面に固
定されていているので動かないと思
いきや、電波を出したり受けたりす
る方向は電気的に変えることができ
るそうです。見かけによらずエレガ
ントなヤツです。
　普通は天文用ではなくて、気象観
測用レーダーとして、上空ではいっ
たいどんな風が吹いているのかなど
を調べているそうです。また流星観
測用のレーダーとしても使われるそ
うですから、みさと天文台でもここ
の電波をキャッチしてみようかな。

　前田先生の場合はもちろん天文用
の電波望遠鏡として使います。大き
なアンテナほど感度がよく、細かい
ところまで観測できるためです。観
測の目的は電波で見た空の図を作る
こと。以前作ったのより倍細かいも
のを作るそうです。観測している電
波（周波数）は 46.5 ＭＨｚ、ワイ

　マレーシアに続いて、今日は滋賀
県の信楽（しがらき）というところ
に来ています。タヌキのやきもので
有名なところです。以前列車の事故
があったことを覚えてらっしゃる方

左から前田先生、アンテナ（１本の
見本）、豊増研究員、たぬき

ヤレスマイクに使われている電波と
だいたい同じくらいです
　得られたデータはもちろんコン
ピューターで処理。さてさてどんな
図ができるでしょうか。
　　　　　　　　　　（豊増伸治）

前田先生とまるでムーミン谷のニョロニョロの群のような
アンテナの群。黒いコードの束はアンテナの配線です。



次号予告

連載  今月の星空

観望会の内容は、当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わりますの
で、あらかじめ御了承下さい。ま
た、観望時間も参加者数に大きく影

響されます（土曜日の夜は混雑が予
想されます）。
観望可能日　毎週木・金・土・日
の晴れた夜(中止決定は当日午後６時）
開始時刻　19:15, 20:00, 20:45の
３回（20:00 以降がおすすめです。
また、途中参加はご遠慮下さい）
参加費　一般200円,小中高100円
主な観望天体
６/１(土), ２(日)   ;月
６/６(木)～９(日) ;春の星団、銀河
６/13(木)～16(日) ;春の星団、銀河
６/20(木)～23(日) ;月
６/27(木)～30(日) ;月

編集後記

みなさん、応募ありがとう

　夕方西の空に輝いていた金星もい
つの間に姿を消し、明るい星がな
い、静かな星空となりました。
　一番星は頭の真上近くでだいだい
色に輝く、うしかい座のアークトゥ
ルスです。
　６月は梅雨の時期。あまり星がる
ことができないかもしれません。で
も、梅雨前の夜空は結構きれいなん
ですよ。

一年で一番昼が長い日

　21日は夏至です。夏至は一年で一
番昼が長い日になります。実際どれ
くらい長いでしょう。昼が一番短い
冬至の日と比べてみましょう。和歌
山の夏至近くの日（６月19日）と昼
が一番短い冬至近くの日（12月26
日）の日出入を調べてみました。

６月19日　日出：4時47分
　　　　　日入：19時14分
12月26日　日出：７時３分
　　　　　日入：16時56分

計算すると、昼の時間は

　６月19日：14時間27分
　12月26日：９時間53分

となり４時間半も違います。結構違
うものですね。逆に夜はそれだけ短
くなります。夏至の頃はゆっくりと
星を見ることができません。

　みさと天文台も来月７日で一周年
になります。一周年を皆さんと祝っ
てもらおうと、６日、７日にお祭り
をします。詳しくは来月の Mpc で
お知らせします。是非、来て下さ
い。
　二年目も頑張ります。皆さんよろ
しくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　(H.T)

　最近、たまにテレビや新聞などで
サマータイムという言葉を聞いたこ
とはありませんか？これは国中の時
計を進めましょうという考えです。
これが実施されると、皆朝早くから
学校や仕事が始まり、帰りも早くな
るので夜はゆっくりくつろげるのだ
そうです。また、日の出ている時に
行動するので、夜に電気を使う量が
少なくなるのだそうです。何かいい
考えのようですが、本当にそうで
しょうか？
　星を見ることを考えると、星は暗
くならないと見えませんから、サ
マータイムになると普段より夜更か
しをしなくてはなりません。サマー
タイムは星を見るには良くないよう
です。

今月の星空

みさと天文台通信

第10 回天文教室

日時 ６月９日（日）午後３時より
午後３時～ 講演・実習
　　　　（坂元研究員）
　「星までの距離はどうやって測
　　るの？」
　（要電話予約）
午後５時～黄昏ミニコンサート
　（お勧め CD 持ち込み歓迎）

休館 毎週月曜日・毎月第一火曜日
開館時間 午前９時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内　
13:30、15:00、16:30の３回

昼間の施設の見学について

観望会の予定（６／30まで）

デジタル工房

使用時間　朝９時～夜９時迄２時間
刻み（要電話予約：あとに予約がな
ければ延長可能）
　ご利用は町内在住あるいは在職の
方で説明会での登録を済ませた方に
限ります。
　なお６月のデジタル工房説明会
は、６月９日(日)午前10時から行い
ます。

皆さんからのお便りです たくさん応募ありがとう！

　こんにちは！！おハガキ、FAX等
ありがとうございます。いつも楽し
く読ましてもらっています。
　さて今回はこんな絵付きのFAXを
頂きました！

　　　　　　マエダトモコさん
　きっと今の時期だと金星を見たん
でしょうね。
　夏には木星、秋には土星だよ！
　また観望会に来て下さいね。いろ
んな惑星を見ようね！！
　　　　　　　　　　（西田幸広）
　

　先月、みさと天文台のキャラク
ターの名前を募集しましたが、予想
以上の応募に職員一同嬉しい悲鳴を
上げています。
　ご応募下さった皆様ありがとうご
ざいました。発表を楽しみに待って
いて下さい。

昼が長いと暑い？

　夏至の本当の意味は太陽が一年で
一番北に片寄った時です。日本では
太陽が一年で一番高く輝く日とな
り、一番日差しが強い日です。
　ということを考えると、夏至は一
年で一番暑い日になりそうですが、
本当に暑くなるのは８月ですね。な
ぜでしょう？
　ところで、私たちは何が原因で暑
い、寒いと感じるのでしょうか。日
差しが強いと確かに肌が暑く感じま
すが、一番の原因は気温、つまり空
気の温度が高いせいです。
　なぜ、６月に気温が高くならない
のでしょう？この原因は空気は暖ま
りにくく、あらに、太陽の光に直接
当たって暖かくなるのではなく、地

面の熱で暖まりまるためです。この
地面も暖まりにくいので、結局、空
気が暖まるまでには時間がかかるの
です。つまり、６月に空気は暖まっ
ている最中で、一番暖まるのが８月
とずれてしまうのです。
　実は一日のうちでも、気温や地面
の温度が高くなるのは、太陽が一番
高い正午ではなく、午後２時頃にな
ります。これも、地面が暖まるの
に、時間がかかり、さらに空気が暖
まるのに時間がかかるためです。

日　天文現象

２　満月
５　芒種
８　下弦
10　水星が西方最大離角
11　入梅
16　新月
21　夏至
24　上弦

＜今月の天文現象＞

（田中英明）
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連載 今月の宇宙人

連載  星ものがたり

　皆さんこんにちは！先月はお休み
をいただいて、２カ月ぶりの「今月
の宇宙人」です。

　しかし、今回また趣向をこらして
（？）、宇宙人ではなくて宇宙犬
（？）です。「何か最近無茶苦茶に
なってきたなあ。」と思われる方も
いらっしゃると思いますが、私たち
地球人も宇宙から見れば宇宙人、
じゃあ地球の犬も宇宙から見れば宇
宙犬のはず。
　まあ、言い訳はここら辺で終わり
にして、紹介します。このワンちゃ
んは天文台のすぐ近所、峯尾さん宅
のムツちゃん３才（♀）「通称ムッ
ちゃん」。皆さん、このムッちゃん
を侮ってはいけません。実は彼女
は、みさと天文台の一番の常連さん
なんです。
　まあ私が知るところでも、２日に
１回は当天文台にいらっしゃいま

す。飼い主の峯尾さんもこう言い
ます。「こいつは、天文台が大好
きみたいで、ちょっと鎖をとる
と、すぐ天文台の方へ走って行く
んや！」と。
　人懐っこく、いつもシッポを
振っているムッちゃんですが、た
まには失敗もあります。先日、天
文台の駐車場で遊んでいたムッ
ちゃんは、狭い溝に興味を持ち、
どんどん奥へ奥へと進んでいった
のです。しかしその先は行き止ま
り。狭いので、Uターンもバックも
できなくなり立ち往生。結局、１
日中鳴いて助けを求めたムッちゃ
んの声を、飼い主の峯尾さんが聞
きつけ、無事救出されたそうで
す。あなたもこんなちょっぴりお

宇宙犬登場 !?

　11日は入梅、毎年のことなが
ら、曇りや雨の日が多く、なんとな
く気分もすっきりしない6月。で
も、梅雨の晴れ間からは、”あっ”
と驚くような美しい夏の星空に出会
え感激するかも・・・。
　うしかい座の東北にひとつの二等
星を中心に、小さな星が半円形にな
らび、まるでかんむりのように見え
る星座があります。これがかんむり
座でギリシャ神話では、王女アリア
ドネのかんむりだと言われていま
す。では、かんむり座にまつわるギ
リシャ神話の紹介をしましょう。
　クレタ島のミノスの地下宮殿に、
ミノタウロスという、頭が牛で、体
が人間という怪物が住んでいまし
た。この怪物の食べ物として、アテ
ネからいけにえの少年少女がつれて
こられていたので、アテネ国王の王
子テーセウスは、どうにかしてこれ
を防ごうと考えました。
　ミノス王は、そのころ一番強大な
国王だったので、命令にそむくこと
はできませんでした。怪物さえいな

ければいいんだと考えたテーセウス
は、自ら志願し、クレタ島に送られ
る少年少女たちに加わりました。ミ
ノタウロスのいる宮殿は、迷路に
なっていて一度入ったら二度と出て
くることができません。果たして、
テーセウスは怪物を退治することが
できるのでしょうか？
　この勇敢なテーセウスの姿をひと
目見た王女アリアドネは、恋におち
てしまい、なんとか彼を助けようと
して迷路の入り口で赤い毛糸の玉を
わたしました。毛糸の端を持った王
子は、玉をほどきながら奥へ奥へと
進んで行き、首尾よく怪物を倒して
毛糸を伝って宮殿を抜け出すことが
できました。
　テーセウスは少年少女を助け出
し、アリアドネを連れてクレタ島を
離れました。途中でナキソス島に立
ち寄り、ひと休みしました。眠りに
ついたテーセウスは、夢の中で「ア
リアドネを連れて帰ると、不幸なこ
とがおこる」という女神のお告げを
聞いたのでした。結婚の約束をして
いた二人ですが、しかたなく王女が
眠っている間に船を出しました。
　ひとり島にとりのこされたアリア
ドネは、小さく遠ざかっていく船を

かんむり座

見て泣き叫びましたが、もどって
きません。王女は、悲しみのあま
り海へ身をなげようとしました。
　そこへ通りかかったのが、酒の
神バッカスでした。バッカスは、
彼女をなぐさめ妻にむかえまし
た。そして、結婚の贈り物として
七つの宝石をちりばめた冠を与え
ました。その後二人は、幸せに暮
らしましたが、やがてアリアドネ

が亡くなると、バッカスはこの冠を
星空の中に飾りました。これがかん
むり座であると言われています。　
ちょっと夜空を見上げてみません
か？王女アリアドネの冠の宝石が、
今夜も美しく光っているでしょ
う・・・。
　　（文：山本雅世、絵：坂元誠）

インターネットはドラエモン

連載 インターネットの宇宙 どこでもドア

　子供たちに人気のアニメ、ドラエ
モンは、何でもかなえてくれます
ね。ドラエモンの「どこでもドア」
というものを使えば、好きなところ
へ簡単に行くことができます。イン
ターネットも良く似たところがあり
ます。今回紹介するホームページ
（左：アメリカの宇宙望遠鏡科学研
究所提供）は、宇宙のどこでも見る
ことができるまさに「どこでもド
ア」です。かつて写真を使って広い
夜空が隈無く記録されました。それ
らをすべてコンピュータで読みとっ
て、見たい空をいつでも簡単に呼び
出せるように工夫されているので

　

区の「里山の会」もホームページを
作って始めました。国吉地区もつい
にデビューです。
　　　　　　　　（尾久土正己）

　実際にそこへ行く前に予習する
という意味では、観光も同じで
す。美里町を訪れる人が、あらが
じめインターネットで予習できれ
ば、効率よくお薦めの観光場所を
訪ねることができます。そんな
サービスを、町だけでなく国吉地

（東浦功三）

茶目なムッちゃんに会いに来ません
か？　みさと天文台は、ムッちゃん
だけでなく、かわいい鳥やタヌキな
どの小動物と会えるところです。き
つねを見たという情報も・・・。星
の動物園がホントの動物園になっ
ちゃうかもね・・・！！（冗談です
けど）

よろしくね！

す。天文台では、本当の空を観測
できますから、どんな時に利用す
るのでしょう。初めて観測する天
体の場合、どんな場所か想像がつ
かないので、はじめにここのペー
ジで予習をしてから観測すること
にしています。

美里町のどこでもドア


